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十
一
月
十
五
〜
十
六
日
に
開

催
さ
れ
た
Ｉ
Ｔ
Ｆ
（
国
際
運
輸

労
連
）
港
湾
部
会
は
、
「
日
本

の
産
別
交
渉
体
制
・
産
別
労
働

協
約
交
渉
の
再
構
築
を
目
指
す

闘
い
を
支
援
す
る
声
明
」
を
翌

十
七
〜
十
八
日
に
行
わ
れ
る
Ｆ

Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｇ
（
公
正
慣
行
委
員
会

運
営
委
員
会
／
船
員
と
港
湾
で

構
成
）
に
お
い
て
も
採
択
す
る

決
議
を
行
っ
た
。
Ｆ
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｇ

は
、
こ
の
提
案
を
採
択
し
た
。

港
湾
部
会
に
お
い
て
柏
木
委

員
長（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
港
湾
部
会
委
員
）

は
、
産
別
協
議
体
制
の
再
構
築

・
正
常
な
労
使
関
係
に
戻
す
た

め
に
年
末
年
始
荷
役
の
要
請
に

応
じ
な
い
と
い
う
全
国
港
湾
の

た
た
か
い
を
報
告
し
た
。
そ
の

中
で
、
「
産
別
団
交
が
独
禁
法

に
抵
触
す
る
」
論
理
は
世
界
で

は
通
じ
な
い
過
去
の
も
の
だ
と

強
調
し
た
。こ
の
報
告
に
対
し
、

港
湾
部
会
議
長
（
Ｉ
Ｔ
Ｆ
会
長

兼
務
）
が
、
「
Ｉ
Ｔ
Ｆ
と
し
て

支
援
し
よ
う
！
声
明
を
出
そ

う
」
と
提
案
し
確
認
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
（
議
事
の
詳
細
・
声

明
文
は
二
十
一
年
十
二
月
号
で

紹
介
す
る
）
。

九
月
か
ら
新
し
く
教
宣
委
員

に
な
り
ま
し
た
中
土
居
で
す
。

日
増
し
に
寒
さ
が
身
に
し
み
る

よ
う
に
な
り
、
つ
い
こ
の
間
ま

で
半
袖
、
短
パ
ン
で
部
屋
を
ウ

ロ
ウ
ロ
し
て
い
た
の
が
嘘
の
よ

う
で
す
。

さ
て
、
今
回
初
の
リ
レ
ー
随

筆
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
が
、
私
は
「
私
の

思
う
理
想
の
プ
ロ
野
球
チ
ー

ム
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

今
年
、
セ
・
リ
ー
グ
で
は
ヤ

ク
ル
ト
が
優
勝
し
、
パ
・
リ
ー

グ
で
は
二
十
五
年
ぶ
り
に
オ
リ

ッ
ク
ス
が
優
勝
し
ま
し
た
。
両

リ
ー
グ
と
も
混
戦
で
、
ど
こ
が

優
勝
す
る
か
最
後
ま
で
目
が
離

せ
な
い
展
開
で
し
た
。
私
が
思

う
に
、
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
で
優

勝
す
る
た
め
に
は
三
つ
の
大
き

な
要
素
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
①
首
脳
陣
と
選
手
間
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
②
若

手
と
ベ
テ
ラ
ン
の
融
合
。
③
チ

ー
ム
と
裏
方
と
の
連
携
。
こ
の

①
〜
③
が
う
ま
く
か
み
合
っ
た

チ
ー
ム
が
、
優
勝
ま
で
た
ど
り

着
く
チ
ー
ム
で
あ
り
、「
私
の
思

う
理
想
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
」

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
三
つ
が
か

み
合
っ
た
チ
ー
ム
と
し
て
、
私

が
最
も
印
象
に
残
っ
た
の
は
、

二
〇
一
六
年
の
広
島
東
洋
カ
ー

プ
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
の
広
島
は
、
タ

ナ
キ
ク
マ
ル
の
愛
称
で
親
し
ま

れ
た
、
田
中
、
菊
池
、
丸
が
攻

守
で
躍
動
し
、
四
番
新
井
、
五

番
鈴
木
で
得
点
す
る
。
投
手
は

野
村
、
黒
田
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

先
発
三
本
柱
が
ゲ
ー
ム
メ
イ
ク

を
し
、
今
村
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、

中
崎
で
七
、
八
、
九
回
を
抑
え

る
。
と
い
う
戦
い
方
で
勝
ち
星

を
積
み
重
ね
ま
し
た
。
緒
方
監

督
は
、
新
井
、
黒
田
の
両
ベ
テ

ラ
ン
を
そ
れ
ぞ
れ
野
手
、
投
手

キ
ャ
プ
テ
ン
に
指
名
し
、
ベ
テ

ラ
ン
が
背
中
で
選
手
を
引
っ
張

る
形
に
し
て
、
若
手
が
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
な
チ
ー
ム
に
し

ま
し
た
。
ま
た
、
選
手
へ
の
直

接
指
導
は
コ
ー
チ
陣
に
一
任

し
、
チ
ー
ム
方
針
、
作
戦
な
ど
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

こ
と
を
優
先
し
ま
し
た
。
裏
方

で
あ
る
ト
レ
ー
ナ
ー
に
も
権
限

を
与
え
、
怪
我
の
懸
念
が
あ
る

選
手
を
強
制
的
に
休
ま
せ
る
措

置
を
取
り
、
長
期
離
脱
者
を
出

さ
な
い
よ
う
な
工
夫
を
し
て
長

い
ペ
ナ
ン
ト
レ
ー
ス
を
戦
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
圧
倒

的
な
強
さ
を
誇
る
チ
ー
ム
が
誕

生
し
、
見
事
二
十
五
年
ぶ
り
の

ペ
ナ
ン
ト
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。

二
〇
一
六
年
の
広
島
東
洋
カ

ー
プ
は
、
私
が
必
要
だ
と
感
じ

た
三
つ
の
要
素
を
す
べ
て
高
い

レ
ベ
ル
で
取
り
入
れ
て
お
り
、

ま
さ
に
「
理
想
の
プ
ロ
野
球
チ

ー
ム
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
世
代
交

代
が
進
み
、
選
手
の
顔
ぶ
れ
も

二
〇
一
六
年
か
ら
は
大
分
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
が
、
来
年
は
ど

の
よ
う
な
チ
ー
ム
に
仕
上
が
る

の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
な
り

ま
せ
ん
。

労
働
時
間
は
、
働
く
者
の

健
康
維
持
を
は
じ
め
と
す
る

基
本
的
な
労
働
条
件
の
一
つ

と
い
え
ま
す
。
一
八
〇
〇
年

代
前
半
か
ら
イ
ギ
リ
ス
で
始

ま
っ
た
産
業
革
命
に
よ
っ
て

資
本
主
義
社
会
が
到
来
し
、

現
代
に
続
く
「
労
働
者
」
が

登
場
し
ま
す
。そ
の
当
時
は
、

十
二
時
間
〜
十
五
時
間
労
働

が
当
た
り
前
で
、
労
働
者
の

疲
労
が
働
く
意
欲
の
喪
失
と

と
も
に
、
児
童
労
働
も
当
た

り
前
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
社

会
（
地
域
）
の
荒
廃
を
招
き

社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
一
八

三
三
年
に
児
童
労
働
を
禁
止

す
る
工
場
法
が
施
行
さ
れ
、

何
度
か
の
改
定
を
経
て
、
一

八
四
七
年
に
十
時
間
労
働
制

が
導
入
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
背
景
に
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
諸
国
で
の
労
働
組
合
の

萌
芽
が
あ
り
、
労
働
時
間
短

縮
は
、
労
働
者
の
切
実
な
要

求
に
発
展
し
て
い
き
ま
す
。

当
時
の
日
本
は
江
戸
期
で
、

天
保
の
大
飢
饉
で
百
姓
一
揆

が
各
地
に
起
こ
り
、
大
阪
で

は
コ
メ
不
足
を
契
機
と
し
て

大
塩
平
八
郎
の
乱
が
起
き
、

ア
メ
リ
カ
の
大
型
船
モ
リ
ソ

ン
号
が
浦
賀
に
入
港
し
、
欧

米
諸
国
か
ら
の
開
国
へ
の
圧

力
が
垣
間
見
え
る
時
期
で
、

い
わ
ゆ
る
幕
末
の
動
乱
を
予

感
す
る
時
期
で
し
た
。

余
談
は
さ
て
お
き
、
労
働

時
間
を
軸
に
世
界
に
目
を
向

け
る
と
、
一
八
六
一
年
五
月

一
日
に
八
時
間
労
働
制
の
確

立
を
掲
げ
て
シ
カ
ゴ
や
ボ
ス

ト
ン
の
労
働
者
が
ゼ
ネ
ス
ト

を
敢
行
し
、
こ
れ
を
武
力
弾

圧
す
る
事
件
が
起
こ
り
ま
す

（
労
働
者
が
掲
げ
て
い
た
白

い
旗
が
武
力
弾
圧
に
よ
り
労

働
者
の
血
で
赤
く
染
ま
っ
た

こ
と
か
ら
、
組
合
の
旗
は
赤

と
な
っ
た
と
い
う
逸
話
も
あ

り
ま
す
）
。
こ
れ
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
労
働
組
合
が
呼
応

し
、
一
八
六
八
年
に
労
働
者

の
団
結
と
連
帯
の
日
と
し
て

「
メ
ー
デ
ー
」
が
誕
生
し
ま

す
。
こ
う
し
て
、
「
八
時
間

労
働
制
」
は
世
界
の
労
働
者

の
要
求
、
団
結
の
基
礎
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
に
あ
る
意

義
は「
一
日
二
十
四
時
間
の

人
間
ら
し
く
存
在
し
続
け
る

た
め
に
、八
時
間
働
き
、八
時

間
の
睡
眠
を
と
り
、残
り
の

八
時
間
を
自
由
に
使
う（
余

暇
等
）」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
明
治
期
に
入
り

近
代
工
業
が
発
展
し
ま
す

が
、
欧
米
諸
国
と
同
様
の
矛

盾
が
深
刻
化
し
、
一
八
八
六

年
山
梨
県
甲
府
市
の
雨
宮
製

糸
工
場
の
女
工
に
よ
る
日
本

で
初
め
て
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が

た
た
か
わ
れ
ま
す
。
当
時
の

雨
宮
製
糸
工
場
の
労
働
時
間

は
午
前
四
時
半
か
ら
午
後
七

時
半
（
休
憩
一
時
間
）
の
十

五
時
間
拘
束
十
四
時
間
労
働

で
し
た
。
そ
れ
で
も
工
場
側

が
三
十
分
の
労
働
時
間
延
長

を
宣
言
し
た
た
め
に
ス
ト
ラ

イ
キ
と
な
っ
た
と
い
う
歴
史

が
あ
り
ま
す
。

現
在
の
八
時
間
労
働
制

は
、
一
九
一
九
年
に
設
立
さ

れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
第
一
号
条
約
で

定
着
し
ま
す
。
日
本
で
は
労

働
基
準
法
に
よ
っ
て
「
使
用

者
は
八
時
間
を
超
え
て
働
か

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
安
倍
内
閣

時
代
に
岩
盤
規
制
と
い
っ
て

労
働
時
間
の
弾
力
化
を
一
層

進
め
よ
う
と
し
て
「
働
き
方

改
革
」
を
強
行
採
択
し
た
際

に
参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

は
「
八
時
間
労
働
が
人
間
ら

し
い
働
き
方
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
」
と
決
議
し
た
例
に
も

あ
る
よ
う
に
、
八
時
間
労
働

制
は
、
誰
も
否
定
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
意
義
を
持
っ
て

い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

産
別
協
定
第
五
章
「
労
働

時
間
」を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

第
二
十
四
条

所
定
内
労

働
時
間
・
港
湾
労
働
者
の
一

日
の
所
定
内
労
働
時
間
は
、

八
時
間
拘
束（
休
憩
一
時
間

以
上
）、実
働
七
時
間
と
す

る
。第

二
十
五
条

労
働
日
・

週
に
お
け
る
労
働
日
は
、
月

曜
か
ら
金
曜
ま
で
と
す
る
。

第
二
十
六
条

時
間
外
労

働
・
時
間
外
労
働
は
月
間
四

十
五
時
間
以
内
と
す
る
。

第
一
項

深
夜
労
働
は
、

拘
束
八
時
間
、実
働
七
時
間
、

時
間
外
労
働
四
十
五
時
間
以

内
で
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
項

深
夜
労
働
は
、

一
人
月
間
三
回
を
限
度
と
す

る
。第

二
十
七
条

労
働
時
間

の
弾
力
的
事
項
の
不
適
用
・

労
働
基
準
法
改
正
に
係
る
労

働
時
間
の
弾
力
的
事
項
に
つ

い
て
、
港
湾
に
お
い
て
は
適

用
し
な
い
。

以
上
が
、
産
別
協
定
の
労

働
時
間
に
関
す
る
規
定
で

す
。
組
合
の
集
会
や
学
習
会

で
、
「
八
―
七
―
四
十
五
を

遵
守
し
よ
う
」
と
語
ら
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
二
十
四
条
の
拘
束
八

時
間
と
実
働
七
時
間
、
二
十

六
条
の
時
間
外
四
十
五
時
間

と
し
て
い
る
こ
と
を
短
縮
し

て
言
っ
て
い
ま
す
。い
ま
や
、

私
た
ち
港
湾
労
働
者
の
労
働

時
間
は「
八
―
七
―
四
十
五
」

と
誰
も
が
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
で
は
「
当
た
り
前
」

の
規
定
と
受
け
止
め
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
大
き
な
視

野
で
み
る
と
世
界
的
な
労
働

者
の
た
た
か
い
が
バ
ッ
ク
グ

ラ
ン
ド
に
あ
り
、
日
本
で
も

明
治
期
の
製
糸
工
場
の
女
工

さ
ん
の
た
た
か
い
が
あ
っ
た

と
い
う
意
味
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

次
回
は
、
第
二
十
七
条
の

「
労
働
時
間
の
弾
力
条
項
の

不
適
用
」
と
合
わ
せ
て
、
港

湾
労
働
者
の
労
働
時
間
の

意
義
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
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